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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査の背景 
ペルー共和国（以下、「ペルー」と記す）には、3,000MW 以上の発電利用可能な地熱資源の賦存が見

込まれており、ベース電源として、また、地球温暖化対策に有効な再生可能エネルギーとして有望で

ある。 

現在、ペルーの発電設備容量は、水力発電 52％、火力発電 48％と、ほぼ半々の構成となっているが、

実際の発電量では水力発電 70％、火力発電 30％と、実質的な電力供給の多くは水力発電に依存してい

る。一方、国内の石油・天然ガスの可採年数は残り 20～30 年程度とみられ、近年、ペルーのエネルギ

ー自給率は低下の一途をたどり、国産の再生可能エネルギーの開発及び電源の多様化が課題かつ急務

となっている。さらに、電力需要は今後 5～6％の増加率が見込まれており、近年の急速な経済成長及

び地方電化事業等を通じた電化率向上により、10％程度までの電力需要の伸びも予想され、一層の新

規電源開発が必要と考えられる。 
しかし、ペルーはこれまで地熱発電開発に取り組んできていないため、地熱発電開発の体制は整っ

ておらず、開発や運転・管理の知識や技術もなく、地熱資源は利用されないままの状態となっている。 

このため、ペルー政府は、地熱発電を国家電力計画の一環として推進すべく、政府関係機関で構成

する地熱発電推進委員会の設置を法律で定める一方、地熱発電開発マスタープラン作成の協力を日本

政府に要請した。 
 

１－２ 調査の目的 
本調査団は、ペルーの地熱発電開発に関する情報の収集・分析と、エネルギーセクター関係機関と

の協議を通じて、地熱発電開発計画に係る実施体制、開発状況、環境社会配慮面等の観点から、本格

調査実施の妥当性、必要性、留意点及び調査枠組み案を検討することを目的とする。 
 

１－３ 調査団員構成 

担当分野 氏 名 派遣期間 現   職 

団長・総括 小林広幸 
2008/11/24- 

2008/12/14

独立行政法人国際協力機構 
産業開発部 
資源・省エネルギー課長 

地熱開発計画・地熱資源評価 村岡洋文 
2008/11/24- 

2008/12/4

独立行政法人産業技術総合研究所 
地圏資源環境研究部門 
地熱資源研究グループ長 

調査企画/環境社会配慮 小林 悟 
2008/11/24- 

2008/12/14

独立行政法人国際協力機構 
産業開発部 資源・省エネルギー課 
調査役 
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１－４ 調査日程 

日順 月日（曜） 調 査 活 動 宿泊地 

1 11/24（月） 16:50 NRT –（JL5016）– 09:30 LA 11:55 – （LA601）– 23:30 LIMA リマ（Lima）

2 11/25（火） 
9:30 JICA ペルー事務所打合せ 

14:00 エネルギー鉱山省 電力総局（DGE）打合せ 
リマ 

3 11/26（水） 

9:00 エネルギー鉱山省（MEM） 副大臣表敬 
11:00 エネルギー鉱山省 電力環境総局（DGAAE）打合せ 

14:30 地質・鉱山・金属調査所（INGEMMET）打合せ 
17:00 エネルギー鉱業投資監督庁（OSINERGMIN）打合せ 

リマ 

4 11/27（木） 

9:30 電力事業監理委員会（COES）打合せ 
12:00 世界銀行打合せ 

14:30 DGE 打合せ 
17:30 独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

（JOGMEC）打合せ 

リマ 

5 11/28（金） 
7:50 リマ–（LP045）– 11:30 タクナ（Tacna）、移動 タクナ–

カンダラーベ（Candarave） 
カンダラーベ

6 11/29（土） 
移動カンダラーベ–ボラテラス（Borateras）、サイト視察、移動

ボラテラス–カンダラーベ 
カンダラーベ

7 11/30（日） 
移動カンダラーベ–カリエンテス（Calientes）、サイト視察、移

動カリエンテス–カンダラーベ 

20:50 タクナ–（LP160）– 22:30 リマ 

リマ 

8 12/1（月） 
9:00 MEM 地熱委員会打合せ 

11:00 エネルギー環境保全センター（CENERGIA）打合せ 
リマ 

9 12/2（火） 8:30 DGE 打合せ リマ 

10 12/3（水） 
1:40 リマ–（LA2604）– 7:15 LA 11:50 –（JL061）– 12/4 16:40 NRT 

11:00 JICA ペルー事務所打合せ 
リマ 

11 12/10（木） 8:30 協議議事録（M/M）署名 リマ 

12 12/12（金） 
14:30 JICA ペルー事務所、在ペルー日本大使館、独立行政法人

日本貿易振興機構（JETRO）報告 
機中泊 

13 12/13（土） 1:40 LIMA –（LA2604）–7:15 LA 11:50 –（JL061）– 12/4 16:40 NRT 機中泊 

※12/3～12/14 に別件協力準備調査を実施 
 

１－５ 対処方針 
(1) 基礎情報の収集 

ペルーのエネルギーセクターの現状について、MEM、INGEMMET 及びその他関係機関から、

以下の情報収集を行う。 
① 地熱発電開発政策 
② 実施体制（MEM、INGEMMET の役割、業務内容、人員配置、技術レベル、予算等） 

③ 環境保護 
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④ 関連法制度 

⑤ 地熱資源ポテンシャル 
⑥ インフラ（送電網、道路等） 

 
(2) 要請背景・内容の確認 

要請された本格調査の内容及び背景について MEM から聞き取りを行う。特に以下の事項につ

いて確認する。 
 

1) 案件実施の妥当性 

ペルーにおける当該セクターの状況、関連政策、電力需給状況、国家開発計画における当

該セクターの位置づけ、わが国の対ペルー協力方針等に基づき、当該セクターに対する協力

の妥当性を再確認する。また、そのうえで本要請案件の必要性と重要性を確認する。 
 

2) 本案件の位置づけ 
要請では、地熱発電開発のためのマスタープラン作成が目的とされているが、ペルーには

これまでに地熱発電開発の実績がなく、単に一般的なマスタープランが作成されても、その

実現は難しいと思われる。したがって、ペルー政府の地熱発電開発の実施体制や技術、人材

等を十分確認したうえで、ペルーの状況に即した具体的かつ実効性のある計画の提示に重点

を置くことを確認する。特に、本案件実施後、経済産業省（METI）/JETRO 及び国際協力銀

行（JBIC）にて実施されたフィージビリティ・スタディ（F/S）地点を含む地熱発電ポテンシ

ャルサイトでの民間資本又は円借款による開発・事業化が期待されるため、中長期的な地熱

発電開発に係るロードマップを明示し、事業化のための具体的なアクションプランを作成す

るとともに、全国の地熱開発候補地点インベントリーや地熱資源データベース等、今後の地

熱資源開発に必要なデータの整備も併せた協力の可能性についても協議を行う。 
 

3) カウンターパート機関 

カウンターパート機関としては、MEM 内に組織横断的に設置されている地熱委員会

（MEM2 名、INGEMMET2 名で構成）が想定されるが、これだけでは地熱発電開発マスター

プランを作成する本格調査のカウンターパートとして十分とは考えにくい。したがって、ペ

ルーにおける地熱発電開発に関係する機関の体制・役割等について情報収集を行い、カウン

ターパート機関が本格調査を実施できるだけの体制か、またそのような体制を確立し得るか、

人員・予算等の様々な側面から確認を行う。なお、MEM は政策策定機関、INGEMMET は地

質・鉱物資源の調査機関で、一方、マスタープラン作成においては、将来の地熱発電所の運

営・管理についての提言も盛り込まれるものと想定され、したがって、その点も考慮したカ

ウンターパートの構成を検討する。 
 

4) 関係機関の取り込み 
地熱開発にあたっては、周辺環境・住民への影響、開発後の電力事業経営が考えられるた

め、マスタープラン作成段階で環境・電力を所管する関係機関や地方自治体との連携等に留

意し、本格調査を進める必要がある。したがって、それら関係機関についての認識を共有し
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つつ、必要に応じて本格調査のためのステアリング・コミッティーの設立等に関し、協議を

行う。 
 

5) プロジェクトサイト 
要請では、プロジェクトサイトが METI/JETRO 及び JBIC が F/S を実施した地域（アレキパ

州、タクナ州）となっているが、マスタープランはペルー全土を対象とすべきものであり、

また情報整備もペルー全土において有望な地熱ポテンシャルを有する地域を網羅すべきであ

ることから、本案件はペルー全土を調査対象とすることで確認する。 
 

6) 環境社会配慮 
本件は、「JICA 環境社会配慮ガイドライン」におけるカテゴリが「Ｂ」に分類されている

ため、環境社会配慮に係るペルーの法令に基づく必要な手続き等に関する調査を実施するこ

ととする。 
 

7) 機材の取り扱い 

経済産業省受託費案件では、原則的に先方への機材供与を行わないところ、改めて先方の

理解を得る。 
 

(3) 便宜供与事項、安全管理体制の確保 
本格調査は、地熱開発行政を所掌するエネルギー鉱山省（MEM）が所在する首都リマに調査拠

点を構えることを想定しており、調査団オフィスの提供等の便宜供与事項について確認する。 
 

(4) 他ドナーの援助活動に関する情報収集 
 

(5) 案件形成に係る検討 
上記(1)～(3)を踏まえ、先方要請内容の妥当性を確認し、協力内容を検討する。 
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第２章 団長所感 
 

今次協力準備調査は当該案件の実施必要性と妥当性を検討するものであるが、本案件については、

技術的観点からの必要性についてはほぼ概要がつかめているなかで、政策的な位置づけの確認が重要

となっており、この観点からの実施妥当性を以下のとおり整理し、所感としたい。 

ペルーでは、国家エネルギー政策において「エネルギーマトリクスの多様化」を主要な柱の 1 つに

掲げており、同政策に基づき再生可能エネルギーの有効活用を推進している。地熱資源に関しては、

1997 年に地熱法が策定されており（同細則は 2006 年策定）、他の法規と同様に、同法律に基づく地熱

資源開発が円滑に進められるための「参考計画（Reference Plan）」の作成がエネルギー鉱山省（MEM）

の次の責務となっている。他方、地熱資源開発の経験・知見が不足している同省としては、自ら「参

考計画」を策定することは困難であることから、わが国に対して地熱マスタープランの策定という形

での技術協力を要請したものである。したがって、本案件の要請内容は先方政府における一連の政策

策定、執行のプロセスに当初から明確に位置づけられたものであり、同政府として政策上極めて必要

性・重要性の高いものである。 

また、ペルー政府は地熱を含む再生可能エネルギーの普及を更に促進するために、2008 年 5 月に「再

生可能エネルギー利用による発電推進法」を策定しており（同細則は 2008 年 10 月に策定）、今後 5 年

間で総発電量の 5％を再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマス、地熱が対象であり、大規模水

力は対象外）で賄うとする目標を掲げたばかりである。さらに、同目標達成のために再生可能エネル

ギー分野への民間投資を促進するための電力買い取り価格上の優遇措置が実施されることとなってお

り、現在、詳細の検討が進められている。5％の内訳についても検討中であり、風力が最も有力視され

ている（計 500MW の開発計画が検討中）が、必ずしも現実的ではないと思われるところも見られる。

いずれにしても、当該法規の策定により発電事業における再生可能エネルギーの活用は更に促進され

ることが期待されており、当該案件の実施は時宜を得たものであるといえる。 

さらに、前述の国家エネルギー政策では地方農村部におけるエネルギー又は電力の供給も主要な課

題とされており、先般 JICA が実施した「ペルー国再生可能エネルギーによる地方電化マスタープラン

調査」が同国で高い評価を得ているなか、多目的な利用が可能となる地熱資源の開発が地域へのエネ

ルギー供給を更に促進することが期待されており、同政策的観点からの期待も大きい。 

以上のとおり、豊富な地熱資源を有する（推定約 3,000MW）ペルーおいて、同資源の開発に係る経

験と知見が圧倒的に不足しているなか、本マスタープランの策定は、同国の国家的な課題であるエネ

ルギー資源の多様化等に関する政策上不可欠なものであることから、かかる協力の意義は極めて高い

といえる。 
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第３章 本格調査について 
 

３－１ 全体政策との整合性 
前述のとおり、本案件は先方政府のエネルギー関連又は電力事業関連の政策や計画との関係で明確

に位置づけられるものであり、それら上流又は周辺政策・計画との整合性を図りつつ結果を出す必要

があるところ、既存の政策や計画のレビューが重要となる。 
 

３－２ 総合的アプローチ 
本協力では地熱資源開発の経験を全く有していないペルーの状況にかんがみ、地熱資源の賦存状況

等の分析に基づく具体的開発計画の策定のみならず、地熱資源開発に係る政策・制度、開発方法、政

府及び民間を含む関係機関の役割と機能を含む実施体制等についてもしっかりと提言する必要がある。

特に、ペルーでは 1992 年にコンセッション法が策定されたことにより、基本的に電力事業に係る開発

は民間に委ねられる形となっている。他方、初期段階での開発リスクと投資額の大きな地熱発電に関

しては、すべてを民間に負わせる形での開発は困難であると思われるところ、事業化のあり方と政府

の役割に係る提案は重要となる。今回の協力準備調査でも、多くの先方関係者から開発リスクの低減

に係る問題意識が表明されており、先方においても関心の高い課題となっている。その意味において

は、前述の「再生可能エネルギー利用による発電推進法」は開発における政府と民間の関係に方針を

示すひとつの取り組みであるが、その詳細については政府内で依然検討中であるところ、地熱発電を

念頭に置いた場合の同法令の内容と関連施策に係る具体的な提案が有効である。 
 

３－３ 既存データの集積と分析 
繰り返しとなるが、地熱開発経験に乏しいペルーであるが、非営利の民間団体であるエネルギー環

境保全センター（CENERGIA）が 10 年前に一部地域における地熱ポテンシャル調査を実施した経緯が

あるなど、検討の歴史はそれなりにあると思われる。その結果、最も網羅的なデータは地質・鉱山・

金属調査所（INGEMMET）の有する全国 447 ヵ所の湧出記録であることは間違いないものの、いくつ

かの関連データは前述の CENERGIA やペルー電力公社（ElectroPeru）等に分散している可能性がある。

ついては、本調査実施に際しては、それらのデータを集積して分析したうえで、詳細調査の対象地域

の絞り込み等を行うことが必要となる。 
 

３－４ 技術移転の重要性 
先方に当該分野の開発経験がないなか、本協力を通しての関係者への技術移転が重要となる。今回

の協力準備調査では、現地視察等に MEM や INGEMMET からの若手（30 代前半）技術者と行政官が

複数参加・協力しており、彼らが将来の本件に係るカウンターパート要員となると想定される。今回

署名された議事録においても、暫定的ではあるものの 8 分野にわたる人材をカウンターパート要員と

して配置することで先方の了解を得ており、今次調査を通して先方の本案件への積極的な取り組み姿

勢をうかがうことができた。本格の調査ではこれらの要員に有効な技術移転を図る必要があり、ワー

クショップでの事例紹介や本邦研修との連携等を推進し、技術面のみではなく政策や制度面での知見

蓄積を図る必要がある。また、先方からはマスタープランの更新に係る方法論の移転も求められてい

ることから、データベースの更新や分析に基づく計画見直しに係る一連の作業や考え方を指導する必

要がある。 

－6－ 



３－５ 本マスタープランの立ち位置と出口 
今回のマスタープラン策定に係る協力は、基本的にペルーの地熱資源開発が円滑に推進されるため

の支援であり、少なくとも現時点での先方の政策に拠れば民間ベースでの開発が前提となっているこ

とから、仮にわが方の協力が進められるなかで同時並行に民間が参入することがあった場合も、それ

が持続的な開発に結びつくのであれば歓迎はしても排除すべきではない。他方、現実的には民間のみ

での開発が推進されることは考え難く、前述のとおり調査のなかで政府としての役割と民間参入のた

めの環境づくりのあり方を十分に協議・検討することが重要である。その結果として、本件調査によ

る協力に引き続いて、提案された先方政府の役割と機能の実現をわが国として支援することが求めら

れる可能性を念頭に置き、円借款の活用も含めプログラム的な視点からの継続的な協力のあり方を適

宜検討する必要がある。 
 

３－６ 本格調査（S/W 案）概要 
(1) 成 果 
① 地熱発電開発マスタープラン 
② 地熱資源データベース 

 

(2) 調査対象地域 

ペルー国全土 
 

(3) 調査内容 

① 関連情報収集・分析 
② 全国地熱資源調査〔既存データ分析、有望地域選出（10 地域）、地質調査、地化学調査、地熱

資源データベース構築、資源量評価、経済性評価、地球物理（MT）探査（2 地域）〕 

③ 自然・社会環境調査〔初期的環境調査、温室効果ガス（GHG）排出削減量評価等〕 

④ マスタープラン作成〔アクションプランと提言（政策、法的・制度的枠組み、人材育成、地

熱資源多目的利用等）、データベース（地熱資源、電力、環境社会等）、地熱発電開発計画〕 

⑤ OJT（実地訓練）による技術移転 
 

(4) 調査期間 
ペルーが推進する再生可能エネルギー利用、効率的な発電の促進及び 5 年後の総発電量に占め

る再生可能エネルギー利用率 5％の達成に寄与する可能性も検討すべく、早期開始をめざすことと

し、調査実施期間は約 18 ヵ月を想定する。 
 

(5) ペルー側実施体制 
エネルギー鉱山省電力総局（DGE）がメインカウンターパート機関であり、関連機関とタスク

フォース（TF）を構成し、以下のようなカウンターパート要員の配置について暫定的に合意して

いる。 
・政策・法制度（1） 
・組織構築/人材育成（1） 

・地熱開発計画（1） 
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・地熱資源調査（1） 

・地球物理調査（1） 
・地球科学分析（1） 
・環境影響評価（1） 

 

３－７ 環境社会配慮 
環境社会配慮については、マスタープラン作成という早い段階からの考慮が必要であり、本案件に

おいては、特定の地熱発電開発に係る具体的な計画の策定等がなされる可能性を考慮し、JICA 環境社

会配慮ガイドライン基準により、カテゴリ「B」へ分類するものとし、必要な調査を行うこととする。 
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第４章 調査結果 
 

４－１ ペルー共和国概要 
(1) 一般事情 

- 面積：約 129 万 km2 
- 人口：2,840 万人（2006 年、世界銀行） 

- 首都：リマ 
- 民族：先住民 47％、混血 40％、欧州系 12％、東洋系等 1％ 
- 言語：スペイン語（他にケチュア語、アイマラ語） 
- 宗教：カトリック教（89％） 

 

(2) 政治体制・内政 

- 政体：立憲共和制 
- 元首：大統領（アラン・ガルシア・ペレス） 

- 議会：一院制（120 名） 

- 政府：首相イェウデ・シモン、外相ホセ・アントニオ・ガルシア・ベラウンデ 
- 内政：1980 年民政移管。その後深刻化した経済危機、テロ問題は、フジモリ政権下の改革断

行もあり沈静化した。2000 年 11 月、第 3 期フジモリ政権が崩壊し、暫定政権を経て、2001

年、トレド政権が発足。トレド大統領は、マクロ経済が好調な一方で、雇用創出、貧困対策、

汚職撲滅等の公約の履行は容易ではなく、厳しい政権運営を強いられた。2006 年 4 月、大統

領選挙・国会議員選挙が実施され、同 6 月、大統領選挙の決選投票により、ガルシア候補（元

大統領、アプラ党）が選出された。7 月 28 日、ガルシア政権が発足した。貧困削減及び雇用

を伴う成長を政策の柱に掲げている。2008 年 10 月、石油採掘権をめぐるペルー・ペトロ社の

不正取引疑惑を受けて、国会でデル・カスティージョ首相に対する不信任決議が可決され、

内閣はいったん総辞職したが、同 14 日、16 名の閣僚中 10 名が再任する形でシモン首相を首

班とする新内閣が発足した。 
 

(3) 外 交 
- 外交基本方針：近隣諸国との関係強化。特に中南米太平洋岸諸国との連携を重視し、穏健な

外交を展開。アンデス共同体（CAN）加盟国。メルコスールの準加盟国。自由貿易協定（FTA）

の締結を積極的に進めており、2006 年 4 月、米国との FTA に署名し、2007 年 12 月、米国議

会により承認。その他、カナダ、シンガポールは署名済み、EU（CAN としてのブロック交渉）、

中国、欧州自由貿易連合（EFTA）、メキシコと交渉中、韓国とは共同研究実施中。2008 年、

アジア太平洋経済協力閣僚会議（APEC）議長国（同年 11 月、首脳会議、閣僚会議を開催）。 
 

(4) 経 済 

- 主要産業：製造業、農牧業、鉱業、水産業 
- 国民総所得（GNI）：827 億ドル（2006 年、世界銀行） 
- 1 人当たり GNI：2,920 ドル（2006 年、世界銀行） 

- GDP 成長率：9.0％（2007 年、ペルー中央銀行） 
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- 総貿易額（2007 年、ペルー中央銀行） 

輸出：279.56 億ドル、輸入：195.99 億ドル 
- 主要貿易品目（2007 年、ペルー中央銀行） 
  輸出：銅、金、繊維製品、魚粉 
  輸入：工業用中間財、燃料・潤滑油、工業用資本財 

- 地域別貿易動向（2007 年、ペルー中央銀行） 
輸出：米国、中国、スイス、日本、カナダ、チリ 
輸入：米国、中国、ブラジル、エクアドル、アルゼンチン、コロンビア、チリ、日本 

- 通貨：ヌエボ・ソル 

- 為替レート：1 ドル＝3.05 ヌエボ・ソル（2008 年 10 月、ペルー中央銀行） 
- 経済概要：1980 年代後半に対外債務支払いを制限し、国際金融社会で孤立。フジモリ政権（1990

年～2000 年）はマクロ経済の安定を重視した経済政策を推進。トレド政権（2001 年～2006
年）、ガルシア政権（2006 年～）下でもこの方向性は踏襲され、財政は健全に運営されている。

2002 年以降は、内需（建設、運輸、製造業）の拡大及び輸出向け鉱産物・ガス国際価格の高

止まりにより、年平均 5％以上の成長率を達成している。 
 

(5) 経済協力 

- わが国の援助実績（単位：億円） 

有償資金協力（2006 年度まで、E/N ベース）3,643.17 
無償資金協力（2006 年度まで、E/N ベース）563.03 

技術協力実績（2006 年度まで、JICA 実績ベース）442.39 
- 主要援助国（2005 年、単位：百万ドル） 

米国（177.9）、スペイン（65.6）、日本（43.4） 
 

４－２ 地熱資源の賦存状況 
南米大陸の東側では、東太平洋海膨で生産されたナスカプレートや南極プレートなどの海洋プレー

トが約 6.5cm/年の速度で東北東方向に移動し、ペルー海溝やチリ海溝から南米大陸プレートの下に沈

み込んでいる。この短縮構造運動の結果、南米大陸の西側には南北 7,000km にわたってアンデス山脈

が形成されている。活火山は、おおむねこのアンデス山脈に沿って分布しているが、ペルー中北部と

チリ中部に欠落域があるため、この 2 つの欠落域によって、火山帯はアンデス北部火山帯、アンデス

中部火山帯、及びアンデス南部火山帯の 3 帯に分断されている（図４－１）。 
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が必要となる。加えて、風力発電のような変動電源が増大すれば、系統連系の問題が発生する。その

ため、その実現は必ずしも容易でないと思われる。他方、地熱発電の開発が 2013 年までに間に合う見

込みは小さいものの、地熱発電であれば高い設備利用率のため、3 分の 1 以下の発電設備容量で済み、

系統連系の問題もなく、余裕をもってこの 5％を賄える可能性が高い。 
ペルーの地熱開発体制をみると、エネルギー鉱山省電力総局（DGE）、エネルギー鉱山省電力環境総

局（DGAAE）、INGEMMET、エネルギー鉱業投資監督庁（OSINERGMIN）などの関連機関がある（図

４－12）。DGE は再生可能エネルギーを含めて、電力政策全般を扱い、コンセッション（開発利権地域）

の策定、電力基本計画の策定、法規案作成、資源調査などを行っている。INGEMMET（職員 238 名、

研究者 60～70 名）は、様々な資源調査を行う機関であり、地熱資源の調査に関しては、DGE の監督下

にある。OSINERGMIN は大きく分けて、電力料金の設定と発電・送電・配電に係る電力システム全体

の管理を担当している。ただし、2008 年 7 月から電力事業監理委員会（COES）という民営公社に電力

料金の設定と発電・送電・配電に係るかなりの実作業が任され、OSINERGMIN はこれを監督すること

となっている。DGAAE は発電所開発に係る環境審査など、電力・炭化水素資源の開発に関する持続可

能な環境法規を扱っている。これらの体制から分かるように、ペルーにおいては法制度や投資促進に

関する体制はむしろ盤石である。 

しかし、探査から開発への流れを上流から下流に例えると、下流側は民間が行うとしても、国が担

うべき上流側の初期調査の体制が非常に手薄である。特に INGEMMET の地熱担当者は常任スタッフ 1

名と分析担当者 1 名に過ぎない。上述の報告書も、大半は地下水研究者や火山研究者によって実施さ

れたものである。つまり、地熱専門家が乏しく、地熱資源の研究体制がほとんどないに等しいのが現

状である。 
 

４－６ 地熱資源開発の制約要因 
大きく 3 つの制約要因を指摘することができる。第一に、国が行うべき初期段階の地熱資源調査の

体制がほとんどないことである。ペルー政府は現在、民間企業が地熱発電開発を行うことを期待して

いる。しかし、地熱発電開発は初期の地下探査リスクが非常に大きいことから、民間企業の開発投資

リスクを軽減するために、初期の調査や探査のかなりの部分を国が支援するというのが、世界の一般

的な傾向である。日本においても、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）地熱

開発促進調査が初期段階の地熱調査井掘削を含めて、その役割を果たしている。したがって、ペルー

政府が民間企業による地熱発電開発を期待するならば、少なくとも、民間投資を呼び込むための、最

低限の国の先導調査が必要であり、そのための体制づくりが不可欠である。 

第二に、南米全般にいえることであるが、ペルーにおいても 1992 年のコンセッション法の制定が先

行しているため、コンセッション地域が投機目的で押さえられ、一向に開発が進まない状況があるこ

とである。これは年限を切った開発義務を負わせることで解決できる。 

第三に、コスト優遇策を含めて、地熱発電開発の特性を十分に考慮した開発促進シナリオや政策を

補強する必要があることである。再生可能エネルギーの開発促進においては、国も応分のリスクと負

担を負うことが不可欠であり、そのためのシナリオ分析と政策が不可欠である。 
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４－７ 地熱資源開発に係る環境社会配慮 
ペルーにおいては、ほとんどの河川系が高原地帯から海岸平野へと流れている。それが海岸平野の

水資源を支えている。したがって、当然のことながら、すべての発電使用済み熱水は地下に還元され

なければならない。その他の環境問題については、DGAAE が発電所建設に伴う環境影響インパクト調

査の提出や地域住民とのワークショップの開催など、比較的厳密な手順を設定しており、これに準拠

することでおおむね解決される。ペルーには天然保護区という保護地域があって、このうち、間接利

用地域は開発できず、直接利用地域は天然資源研究所（INRENA）の許可が得られれば開発できること

となっている。この開発できない間接利用地域には、国立公園や史跡地区などが含まれるが、その面

積は比較的限定されている。ボラテラス地熱地域には珍しく、浴用温泉が設営されていたが、一般に

火山・地熱地帯の多い高原地帯では温泉の浴用利用の習慣がまれであり、浴用温泉が地熱発電開発の

障壁になることはほとんどないと思われる。しかし、高原地帯は降水量も小さく、水系は飲料水やア

ルパカの放牧などにとって貴重である。そのため、掘削への水の使用などについては、格別の配慮が

必要である。 
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